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電機産業の凋落 
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“伝説のソニー” 
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現代に抜かれたホンダ 
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２０１２年世界販売台数ランキング 
 
01位 トヨタ自動車グループ                9,748,000台 
02位 ＧＭグループ                                   9,288,277台 
03位 フォルクスワーゲングループ             9,070,000台 
04位 ルノー・日産グループ                          8,101,310台 
05位 現代自動車グループ                              7,120,000台 
06位 フォード                                                   5,668,000台 
07位 フィアット・クライスラーグループ   4,209,000台 
08位 ホンダ                                                       3,817,000台 
09位 プジョー・シトロエン                           2,960,000台 
10位 スズキ                                                       未発表 



日本企業が陥っている誤謬の仮説 

• 国内は高付加価値を残す 
• 高機能で高付加価値を 
• 顧客の意見に耳を傾けよ 
• ブランド力はある 
• 技術を磨き上げてきた 
• 日本のマザー工場 
• 構想大きく、着手小さく 
• ・・・・ 
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不振企業は基本に問題有り！ 
• 原価率が７０%以上!! 
  60%以上では利益が出せない！ 
  目指せ6０％！ 
• 意思決定と行動が遅い!! 
  IBMのパソコンレノボ売却 2004年 1300億円  
  NECの諦め、 2011年 NECとレノボの合弁  
          1億7500万ドルLenovoに出資 
• 日本市場に固執？グローバル化の遅れ！ 
  NEC ８４％ リコー ４５％  
   エプソン ３８％ シャープ ５３％ 
         Canon 19.5%! 
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成長しない日本と成長するアジア 

購買力平価換算GDP 

中国 
インド 日本 
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国内市場（至上）主義 
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20年成長出来ない日本市場に拘泥し、成長の中国、アジアに出遅れ！ 



Hyundaiは北米、中国、インドで伸びた！ 

32167729 

35282609 

41067680 

32189786 

31859327 

36769426 

1877218 2234962 3226617 

0

5000000

10000000

15000000

20000000

25000000

30000000

35000000

40000000

45000000

2008年度 2009年度 2010年度 

Hyundai 

総資産 

売上高 

営業利益 

2521279 2539284 2475984 

2915416 
2717736 

2915416 

189643 
363755 

569755 

0

500000

1000000

1500000

2000000

2500000

3000000

3500000

2008年度 2009年度 2010年度 

Honda 

総資産 

売上高 

営業利益 

2012/7/5 10 copyright （社）俯瞰工学研究所 



ブランド力？？ 
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構想力！“クラウド” 

１コンテナ 
１４００台のサーバ 
２８００個のプロセッサ 
１万１２００個のコア 
７ ペタバイトのストレージ 

マイクロソフトシカゴデータセンタ 
２２０個のコンテナｘ１４００のサーバ＝３０万８０００台
サーバ 

日本の現状 
２００７年度のサーバ出荷台数      ５５万３００台 

日経コンピュータ 中田敦記者 ITproEXPO ２００８ 

    2012/7/5 
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構想力！！ 



日本企業の新生アクション 

1. イノベーションの本質を理解する 
 

2. ネット時代と同期する 
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１.イノベーションの本質を理解する 

顧客価値  

高付加価値 
高機能化 

単機能 
低価格 

バリュー 
シフト 
 

コモディティー化 
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顧客価値の創造がイノベーション！ 



Walkman と iPod 
高機能化・高付加価値化の 
技術イノベーションの世界  
市場に評価されない 

安値競争の果て企業は
息絶える 

Walkman!! 

iPod !! 
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iPhoneの成功と競合の凋落  

Docomo 

  Nokia 

iPhone 

高機能で 
ガラパゴス化 
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顧客が気が付か
なった顧客価値 

単機能安い中国製 

BlackBerry
？ 



２.ネット時代と同期する 
パソコンと携帯で、日常的にネッ
トを利用している6500万人！ 

2012/7/5 copyright （社）俯瞰工学研究所 17 

ブロードバンド回線を利用している世帯の
割合は７６．８％ 



スマートフォンに急速に移行 
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 ネット時代と同期出来ない！ 
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http://www.garbagenews.net/archives/1679412.html 

デパート・スーパーの凋落 

http://www.rakuten.co.jp/info/ir/ 

通販（楽天）の成長 

http://www.rakuten.co.jp/info/ir/


パラダイムシフト！ 

先端
技術 

高機能
製品 

高付加
価値 

ブランド
収益 

Sony, Panasonic, Sharpの時代 

Google, Apple, FaceBookの時代 

時代
感覚 

ネット 
モバイル 

顧客 
価値 

ブランド
収益 
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“食”の出口、今はコンビニ 
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１．コンビニが食品の販売チャネル！ 10万店！ 
 
• コンビニの総売り上げ 9兆円で食品の割合 
• セブン      ６８％  
• ローソン     ８９％ 
• ファミリーマート ５９％  

 
２．自販機という食品販売のチャネル 
 
• 自販機の総売り上げ 5.3兆円 500万台！ 
• 飲料 2.3兆円 その他食品 580億円 
 



コンビニデータ 
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自販機データ 
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 7&i・ LAWSON ・FamilyMartグループ概要 

ｺﾝﾋﾞﾆ店舗数 
（日本国内） 

15,072店 

（13年2月時点） 

親企業 

グループ企業 

10,457店 

（12年2月時点） 
9,481店 

（13年2月時点） 

ｺﾝﾋﾞﾆ店舗数 
（海外） 

34,687店 

（13年2月時点） 
370店 

（12年2月時点） 
12,700店 

（13年2月時点） 

伊藤忠商事 
（株式30.65%） 

三菱商事 
（株式32.36%） 
※過去はダイエー 

------ 

全108社 全39社 

（ネット通販） 

他 
㈱ﾌｧﾐﾏﾘﾃｰﾙｻｰﾋﾞｽ（会計関連  

朝日食品工業㈱（食品製造） 

コンビニ地方会社・海外現法等 

全13社 

（の国内店舗運営） 

他 
コンビニ地方会社・ 
海外現法等 



契約ﾀｲﾌﾟ Ａ Ｃ ＦＣ－Ｂ
４ 

ＦＣ-Ｃｎ １ＦＣ－
Ａ 

１ＦＣ－
Ｂ 

１ＦＣ－
Ｃ 

２ＦＣ－
Ｎ 

契約期間 １５年 １５年 １０年 １０年 １０年 １０年 １０年 １０年 
土地建物用
意 

契約者 本部 契約者 本部 契約者 契約者 本部 本部 

内装・設備工事
費 契約者 本部 契約者 本部 契約者 一部本

部 
契約者 本部 

契約金（万
円） 

307.5 255 307.5 307.5 307.5 307.5 307.5 307.5 

本部ﾁｬｰｼﾞ 売上総
利益の
43% 

売上総
利益の 
56%～

76% 

総荒利
益の43% 

総荒利
益の 
45%～

70% 

営業総
利益の
35% 

営業総
利益の
38% 

営業総
利益の
48% 

営業総
利益の 
48%～

65% 

店舗数比率 ３１％ 
4,263店 

６９％ 
9,344店 

１３％ 
1,176店 

８７％ 
7,678店 

６４％ 
5,013店 

３６％ 
2,764店 

廃棄品関連 
の負担 

不良品原価の 
15％本部負担 

本部負
担無 

本部負
担20～

55％ 

本部負担無？ 

水道光熱費負担 本部８０％ 本部０％ 本部50% 本部０％  

最低保証 
総収入（万円/年） 

1,900 1,700 2,240 1,860 2,000 

３社フランチャイズ契約形態（国内） 
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３社のB/S P/L比較評価  
ﾛｰｿﾝ（連） 

FM（連） 

SEJ（単） 

◆営業利益率の推移（※点線はEBITDA） ㈱99ﾌﾟﾗｽ
連結化 

am/pm統合 
→効果薄い？ 

営業総収入 

純利益額 

営業利益額 

◆純利益率：ほぼ傾向同じ 

SEJ 

FM 

ﾛｰｿﾝ 

子会社ﾁｹｯﾄ販売
不正運用による特
損 

利
益
額
（
億
円
） 

7&i 

・SEJの収益力はﾚﾍﾞﾙが違う 
      （7&iでみると想像以上に判断を誤る） 

・利益率：SEJ/ﾛｰｿﾝはゆるやかに下落傾向 
      FMは維持傾向 

親会社株式売却益
の特別利益計上 
7&iへの移行の関
連？ 

特損 

特別利益 

営業総収入 
の伸び顕著 

09年は３社
ともにﾀﾊﾞｺ
特需終了影
響を受ける 

総収入は増店で拡
大も利益は横這い 



セブンイレブンの強み 
■顧客評価：ひとり勝ち 

食品の味・品質 

品揃え 
周辺ｻｰﾋﾞｽ 
（ATM・宅配等） 

ﾎﾟｲﾝﾄ 
制度魅力 
（弱い） 

立地 

接客 

他 

出典：ﾌﾟﾚｼﾞﾃﾞﾝﾄ2010年3月29日号 

■商品力（品揃え）：ＰＢ商品 

ＰＢ商品 
売上高比率 

ｾﾌﾞﾝ：13% 
ﾛｰｿﾝ：4% 

出典：7&i ｱﾆｭｱﾙﾚﾎﾟｰﾄ2012 

出典：月刊
「事業構想」ｵ
ﾝﾗｲﾝ2013
年2月号 

全店売上：08→11年+19%（+5200億） 
ＰＢ商品売上     +110%（+2200億） 

ＰＢ商品が成長牽引 
7&i全体での開発体制 

ひとり負け 
時代 

09年
以降、
売上急
速拡大 

他社も 
同傾向 

カラクリ：タバコ値上効果 

その中でもセブンは伸長 
（ﾀﾊﾞｺ以外でも伸びてる） 源泉 出典：ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ2012年2月9日号 

08以降の 
伸びにﾘﾝｸ 

■立地：「ﾄﾞﾐﾅﾝﾄ戦略」 
   （ただし現在は飽和でｻﾁり気味?） 

・人口1万人あたりの店舗数 
  １位：群馬：2.04      
  ２位：山梨：2.00 
  ３位：福島：1.97 

  ※東京：1.50 大阪0.83  

未出店 
（２月時点） 
青森,徳島, 
香川,高知, 
愛媛,沖縄 



各社動向：高齢者向け対応 
■高齢者のｺﾝﾋﾞﾆに対する意識 

男50代 
  60代 
  70代 
  80代 
女50代 
  60代 
  70代 
  80代 

ｼﾆｱ全体 

高齢者でも 
全体：36% 
男：33~62% 
女：21~33% 
が毎日ｏｒ週数回利用 

20% 40% 60% 利用しない人の理由 

「ｽｰﾊﾟｰで用が済む」 

ｽｰﾊﾟｰで売ってる 
物があればｺﾝﾋﾞﾆ行く 
＝生鮮食品のﾆｰｽﾞ 

50代 
60代 
70代 
80代 

高い 少し高い 

20% 40% 60% 80% 

年代が進むにつれ
「価格ｲﾒｰｼﾞ高い」
は減少 

出典：㈱ＧＦ ｼﾆｱﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ.com 「シニア・高齢者のコンビニエンスストア 
    の利用に関する調査」 2011年10月7日 

■商品・店舗での各社対応 

1989 
1994 
1999 
2004 
2009 
2011 

50代以上の来客：89年9%→11年
30% 

ＰＢ商品「ｾﾌﾞﾝﾌﾟﾚﾐｱﾑ」のﾋｯﾄ 

小分け商品 
保存可 

ｾﾌﾞﾝ：商品 

『ﾛｰｿﾝｽﾄｱ100』 
・生鮮ｺﾝﾋﾞﾆ 
・ﾛｰｿﾝとの商品
共 
通比率僅か10% 
・全ﾛｰｿﾝの11% 
 
『ﾎｽﾋﾟﾀﾙﾛｰｿﾝ』 
・病院内 
・薬局併設型 

ﾛｰｿﾝ：店舗 
■宅配ｻｰﾋﾞｽ 

その後、Yahooとの合弁 
㈱ｽﾏｰﾄｷｯﾁﾝ設立 
→13年3月ｽﾀｰﾄ 
・週１回の宅配 
・送料無料は首都圏のみ 

00年ｽﾀｰﾄ,1日2回配送 
１２年５月に大幅改革 

・その後、宅配ｻｰﾋﾞｽ12年12月ｽﾀｰﾄ 
買収したｼﾆｱﾗｲﾌｸﾘｴｲﾄ社の 
「ｸｯｸ123」の宅配網活用 
・まだ、東京・鹿児島・愛知・兵庫・岡山 
の６県のみ 

出典：産経Biz 2012年5月26日 「『勝ち組』コンビニ 
相次ぎ宅配へ 通販業者らを脅かす勢い」 

結局ここでも 
セブン1人勝ち 

後手 

更に 
後手 
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各社動向：海外展開・戦略 
■各社海外店舗数 

出典：週刊ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ2013年1月9日号 

・ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙではFM＞ﾛｰｿﾝ 
・ｾﾌﾞﾝ,FMは海外＞国内 
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韓国 タイ 

ｾﾌﾞﾝ 

Lawson 
ＦＭ 

・３社共に最重点地域 
 （ｱﾆｭｱﾙﾚﾎﾟｰﾄの中で特別ﾍﾟｰｼﾞ） 

・ｾﾌﾞﾝ：統括会社設立予定 
・FM：上海ではNo1ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ 
  中国伸び率ｾﾌﾞﾝ以上 

・日本以外ではｱｼﾞｱ最大 
・ﾛｰｶﾙ競合あり飽和状態 

 日本：2600人に１店 
 韓国：2000人に１店 
・FM＞ｾﾌﾞﾝ→ｷｬｯﾁｱｯﾌﾟ 

・東南ｱｼﾞｱ地域で最大 
・他東南ｱｼﾞｱでは 
 ﾛｰｿﾝ：ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 15店 
 FM：ﾍﾞﾄﾅﾑ39+ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ5店 
 ｾﾌﾞﾝ：各国に2,923店 

合弁ｽﾀｲﾙ 
低資本 

中国：30% 
韓国：23% 
タイ：89% 
台湾：
44% 

ＦＭ セブン 
高資本比率 
のｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ 

ｴﾘｱﾗｲｾﾝｼｰ
制 

韓国法人離反か？→合弁ｽﾀｲﾙが仇に？ 

看板：ＦＭ→ＣＵ 
7200店掛け替え 

ローソン ・出遅れ（過去に中国合弁で失敗） 
・ｷｬｯﾁｱｯﾌ急ぐ（中国：300→1万店計画） 

・あきらめてない（ｺｶｺｰﾗ元副社長引き抜き） 
        （ﾐｬﾝﾏｰ，ｲﾝﾄﾞ，ﾍﾞﾄﾅﾑ進出検討中） 

一方韓国では 



日本企業の活路 
• 時代感覚を磨く 
• 時代とはそこに生きる人々の心 
• それを肌で感じるのが時代感覚 
• その時代に同期するビジネスイノベーションを 
 
• 課題先進国の日本 
• 課題がキーワード、 
• アジアも課題は共有する！ 
• その課題をビジネスモデルに！ 
 
• ともあれ俊敏に！ 
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